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平成25年第２回嬉野市議会定例会議事日程

平成25年６月７日（金）　

本会議第１日目　　

午前９時　開　議　　

日程第１　　会議録署名議員の指名
日程第２　　会期の決定

日程第３　　諸般の報告

　　　　　　報告第１号　専決処分（第４号）の報告について

　　　　　　報告第２号　専決処分（第５号）の報告について

　　　　　　報告第３号　平成24年度嬉野市一般会計予算継続費繰越計算書の報告について

　　　　　　報告第４号　平成24年度嬉野市一般会計予算繰越明許費繰越計算書の報告につ　　　　　　　　　　　　いて

　　　　　　報告第５号　平成24年度嬉野市農業集落排水特別会計予算繰越明許費繰越計算　　　　　　　　　　　　書の報告について

　　　　　　報告第６号　平成24年度嬉野都市計画下水道事業嬉野市公共下水道事業費特別　　　　　　　　　　　　会計予算繰越明許費繰越計算書の報告について

日程第４　　議案第66号　専決処分（第６号）の承認を求めることについて（平成25年度嬉　　　　　　　　　　　　野市国民健康保険特別会計補正予算（第１号））
日程第５　　議案第67号　嬉野市職員の給与の臨時特例に関する条例について
日程第６　　議案第68号　嬉野市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について

日程第７　　議案第69号　市道路線の認定について

日程第８　　議案第70号　建設工事請負契約の締結について

日程第９　　議案第71号　佐賀県市町総合事務組合規約の変更に係る協議について

日程第10　　議案第72号　平成25年度嬉野市一般会計補正予算（第２号）

日程第11　　議案第73号　平成25年度嬉野市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

日程第12　　議案第74号　平成25年度嬉野市農業集落排水特別会計補正予算（第１号）

日程第13　　議案第75号　平成25年度嬉野都市計画下水道事業嬉野市公共下水道事業費特別　　　　　　　　　　　　会計補正予算（第１号）

日程第14　　議案第76号　平成25年度嬉野市嬉野都市計画事業嬉野第七土地区画整理事業費　　　　　　　　　　　　特別会計補正予算（第１号）

日程第15　　議案第77号　平成25年度嬉野市嬉野都市計画事業嬉野第八土地区画整理事業費　　　　　　　　　　　　特別会計補正予算（第１号）

日程第16　　議案第78号　平成25年度嬉野市水道事業会計補正予算（第１号）

日程第17　　委員長報告

　　　　　　総務企画常任委員会　温泉水発電について
　　　　　　文教厚生常任委員会　福祉について
　　　　　　議会広報編集特別委員会　議会広報の編集発行に係る調査について
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午前９時　開会

○議長（太田重喜君）

　おはようございます。本日は平成25年第２回定例市議会に御出席いただきまして、御苦労さまでございます。

　本日は全員出席であります。定足数に達しておりますので、ただいまから平成25年第２回嬉野市議会定例会を開会いたします。

　今議会の議会運営につきましては、６月５日に議会運営委員会を開催していただきましたので、その結果について報告を求めます。神近勝彦議会運営委員長。

○議会運営委員長（神近勝彦君）

　皆さんおはようございます。６月５日に議会運営委員会を開催しまして、平成25年第２回嬉野市議会定例会の会期日程（案）を検討いたしました。その案を御報告申し上げます。

　会期は、14日間、本日６月７日から６月20日まで。

　それでは、日程を御報告します。

　本日６月７日金曜日、午前９時、本会議。開会、会議録署名議員の指名、会期の決定、諸般の報告、議案一括上程、提案理由の説明、委員長報告。そして、本会議終了後、委員会で議案の詳細説明となっております。

　６月８日土曜日、９日日曜日については休会でございます。

　６月10日月曜日、６月11日火曜日、常任委員会。

　６月12日水曜日から13日木曜日、14日金曜日、３日間は一般質問となっております。

　今回の一般質問には14名の議員の皆様から一般質問が出ておりますので、第１日目、第２日目につきましては、５名、５名、３日目につきましては４名という人数で一般質問をしていただきます。

　６月15日土曜日、６月16日日曜日、休会。

　６月17日から６月19日、３日間、本会議、議案質疑。

　６月20日木曜日、本会議、討論、採決、閉会というふうになります。

　また、議案質疑につきましては、今回も通告制ということで議員の皆様にはお願いをしておりますので、締め切りは６月12日水曜日の10時までというふうになっております。

　以上でございます。

○議長（太田重喜君）

　議会運営につきましては、ただいま委員長から報告のあったとおりでございます。質疑ございませんか。

　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕

　質疑なしと認めます。

　これで議会運営についての報告を終わります。

　それでは、直ちに本日の会議を開きます。

　本日の議事日程につきましては、お手元に配付のとおりであります。

　日程第１．会議録署名議員の指名を行います。

　嬉野市議会会議規則第85条の規定により、会議録署名議員に13番神近勝彦議員、14番田口好秋議員、15番西村信夫議員を今会期中指名いたします。

　日程第２．嬉野市議会会議規則第４条の規定により、会期の決定を議題といたします。

　お諮りいたします。本定例会の会期は、本日から６月20日までの14日間にしたいと思います。御異議ございませんか。

　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

　異議なしと認めます。会期は、本日から６月20日までの14日間に決定いたしました。

　なお、会期中の会議予定につきましては、お手元に配付しております会期日程のとおりでありますので、御了承をお願いいたします。

　日程第３．諸般の報告を行います。

　本日までに提出されました平成25年陳情第１号から陳情第３号につきましては、お手元に配付しております陳情文書表のとおりであります。

　また、本日までに受理しました請願第１号は、嬉野市議会会議規則第136条第１項の規定に基づき、お手元に配付しております請願文書表のとおり、文教厚生常任委員会に付託いたします。

　次に、平成25年４月25日、鹿児島市におきまして第88回九州市議会議長会定期総会が開催され、私が出席いたしました。

　総会では、平成24年度事務報告及び決算報告、平成25年度九州市議会議長会予算案が提案され、全て承認されました。

　また、定期総会で各支部から議案23件が提出され、佐賀県支部からは子ども医療費助成制度の創設について、教育施設整備事業等に対する財政処置について、幹線道路網等の整備促進についての３件が提出されましたが、各支部提出の全議案は全て承認されました。この23件につきましては、九州議長会として今後、国等へ要望活動を行っていきます。

　最後に、次回の開催地を沖縄県那覇市に決定し、閉会いたしました。

　次に、５月21日、第42回全国温泉所在都市議会議長協議会総会が都市センターホテルで開催されましたので、出席いたしました。

　本協議会総会では、平成24年度会計決算、平成25年度会計予算及び運動方針並びに温泉所在都市に対する税財政処置等に関する要望書が提案され承認されました。実行運動については、地元選出国会議員に要望活動を行います。

　次に、５月22日、東京日比谷公会堂において第89回全国市議会議長会定期総会が開催され、これにも出席いたしました。

　総会では、会務報告及び会計決算、会計予算関係議案及び部会提出議案27件、会長提出議案３件が審議され、全議案承認されました。このうち九州部会からは災害復旧事業に要する費用の地方負担に対する財源処置の充実についてなど３件の議案が提出されました。また、会長提出議案として東日本大震災からの普及復興に関する決議、地方税財源の充実確保に関する決議及び環太平洋パートナーシップ、ＴＰＰに関する決議が提出され、全て承認されました。

　全国市議会議長会として、今後、国等へ要望活動を行っていきます。

　詳細な資料は議会事務局にありますので、参考にしてください。

　続きまして、市長から地方自治法第180条第２項及び地方自治法施行令第145条第２項、同法施行令第146条第２項の規定に基づき報告が提出されております。報告第１号　専決処分(第４号）の報告についてから第６号　平成24年度嬉野都市計画下水道事業嬉野市公共下水道事業費特別会計予算繰越明許費繰越計算書の報告についてまでの６件の報告につきましては、お手元に配付しておりますので、これをもって報告といたします。

　次に、地方自治法第243条の３第２項の規定に基づき平成24年度嬉野市土地開発公社事業決算書及び平成25年度嬉野市土地開発公社事業計画書、予算書、資金計画書が提出されました。お手元に配付しておりますので、これをもって報告といたします。

　これで諸般の報告を終わります。

　日程第４．議案第66号　専決処分（第６号）の承認を求めるについて（平成25年度嬉野市国民健康保険特別会計補正予算（第１号））から日程第16．議案第78号　平成25年度嬉野市水道事業会計補正予算（第１号）までを一括して議題といたします。

　朗読を省略いたしまして、提案理由の説明を求めます。市長。

○市長（谷口太一郎君）

　皆様おはようございます。

　ただいま第２回嬉野市議会が開会されました。会期中、真摯に努力をいたしたいと思いますので、どうかよろしくお願い申し上げます。

　本日、平成25年第２回嬉野市議会定例会の開会に当たり、議員皆様の日ごろの御活動、御活躍に敬意をあらわしますとともに、本市行政に対します御尽力と御支援、御協力に厚く御礼を申し上げます。

　さて、日本経済回復を最大の政策目標とする第２次安倍内閣の経済政策、アベノミクスの影響による円安株高の流れの中、三本の矢の一つである公共事業を中心とする国の緊急経済対策に本市も呼応し、平成24年度３月補正予算により社会資本整備総合交付金事業や地域の元気臨時交付金事業に取り組んでいるところでございます。さらに地域経済の浮揚を目指すため、今議会におきましてもこれらの事業を追加補正し、一般会計補正予算を提案いたしておりますので、御理解と御協力をお願い申し上げます。

　本市は、去る５月24日に国立病院機構嬉野医療センター新病院が新幹線嬉野温泉駅前に移転する計画について協定を締結いたしました。この協定締結につきましては、議員を初め市民の皆様の御理解、御協力を賜りましたことについて厚く御礼を申し上げるところでございます。今後は、この協定を機に新幹線を生かしたまちづくりを推進し、新幹線嬉野温泉駅周辺整備をさらに進めてまいりたいと思っております。

　また、５月26日は佐賀県と杵藤地区３市４町の主催で、平成25年度佐賀県総合防災訓練を各市町で実施いたしました。本市におきましても地域住民の皆様や嬉野消防署など関係各機関の御協力により、塩田公民館への避難訓練の後、絵入りの実技訓練や応急手当ての訓練などを実施し、防災意識の高揚、防災技術の向上などの成果を上げることができました。この訓練に御参加いただきました地域住民の皆様及び議員や関係機関の皆様に感謝申し上げるところでございます。今後も市民の生命と財産を守るため、関係機関との連携を図っていきたいと考えるところでございます。

　次に、ことしの新茶につきましては、西九州茶連の数字によりますと、前年比で量が現在86％、金額で92％、平均単価では108％となりました。当初の予想より目数が少なく緑も悪かったことから大きく減産となりましたが、九州の産地の中では、よい評価をしていただいていると伺っておるところでございます。

　また、全国茶品評会出品茶につきましても、御多忙の中にも見込みどおりの出品をいただき、先日の県内の審査会では上位を独占していただきました。ことしも全国最高賞が５年連続で獲得できますよう期待いたしておるところでございます。

　ところで、今月４日から明日８日目の５日間、３年連続となります全日本柔道連盟女子強化合宿が市体育館などで行われており、ロンドンオリンピック金メダリストの松本薫選手ら約80名が参加しております。明日は地元の柔道の少年少女との柔道教室を開催していただくということでございます。これもひとえに市柔道協会など関係者の並々ならぬ御尽力と昨年までの合宿において、運動施設の充実や温泉の疲労効果などが好評だったということを承っております。今年８月にブラジルで開かれる世界柔道選手権大会に向けての強化合宿ということでもあり、嬉野温泉の知名度アップを大いに期待しているところでございます。

　また、柔道の合宿の後には日本女子バレーボール・プレミアリーグの久光製薬スプリングスの合宿が昨年に続いて行われます。久光製薬スプリングは昨年から中田久美監督が就任され、日本女子バレーボール・プレミアリーグ初となる三冠を達成され、今後も御活躍を期待するところでございます。練習は市体育館において行われますので、多くの方々の御声援をお願いするとともに、合宿成功に向けて市民の皆様の御支援と御協力をお願い申し上げます。

　さらに８月には、2013未来をつなぐ北部九州総体のなぎなた競技や、本市初となります第24回全国ソフトバレーファミリーフェスティバルが開催されます。

　また、みゆき通りにおきましてはＮＨＫの夏季巡回ラジオ体操が開催される予定となっておりますので、市民の皆様の御参加をお願い申し上げるところでございます。

　それでは、今定例会に提出いたしました議案等につきまして、その概要を御説明申し上げます。

　提出案件は６件の報告並びに専決処分の承認を求めることについて１件、条例の制定１件、一部改正１件、市道路線の認定１件、建設工事請負契約の締結１件、一部事務組合の規約の変更について１件及び平成25年度補正予算案が７件の全部で19件について御審議をお願いするものでございます。

　まず、専決処分の承認を求めることについて御説明申し上げます。

　議案第66号　平成25年度嬉野市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）につきましては、平成24年度におきまして歳入不足を生じることになり、予算措置として繰り上げ充用を行うため専決処分をいたしたもので、その承認を求めるものでございます。

　次に、議案第67号　嬉野市職員の給与の臨時特例に関する条例については、国家公務員の給与削減措置に準じた臨時特例措置を講じるために条例を制定するものでございます。

　次に、議案第68号　嬉野市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例については、管理職手当を定額支給とするため、所要の改正を行うものでございます。

　次に、議案第69号　市道路線の認定については、道路法の規定に基づき新たに市道路線を認定するため議会の議決をお願いするものでございます。

　次に、議案第70号　建設工事請負契約の締結については、平成25年度嬉野総合運動公園みゆき球技場改修工事請負契約の締結について、地方自治法等の規定に基づき議会の議決を求めるものでございます。

　次に、議案第71号　佐賀県市町総合事務組合規約の変更については、地方自治法の規定により議会の議決をお願いするものでございます。

　続きまして、議案第72号　嬉野市一般会計補正予算（第２号）について御説明申し上げます。

　歳入歳出総額に１億7,200万9,000円を追加し、補正後の予算総額を153億3,428万8,000円とするものでございます。

　今回の補正の主なものといたしましては、嬉野市職員の給与の臨時特例に関する条例の制定及び嬉野市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例などに基づき、共済費を含み687万9,000円の減額となる予算を関係各費目に計上いたしております。

　国の経済対策として実施される社会資本総合整備交付金事業等の地方負担分の約８割を国から交付される地域の元気臨時交付金事業として公園の遊具整備など総額１億998万円、また、社会資本総合整備交付金事業として橋梁補修整備や空き店舗活用に向けた調査事業等に440万円を関係費目に計上いたしております。そのほか、平成24年度から整備を進めてまいりました防災備蓄倉庫に必要な災害時備蓄用品等整備事業として761万2,000円、地域コミュニティ活動の備品整備として490万円、宅老所などの地域共生ステーション事業者が実施する防災対策整備事業補助金として280万円、保育士等の確保を進めるため保育士等処遇改善臨時特例事業に1,950万円、風疹の全国的な流行を受け、接種年度に満19歳以上で過去風疹にかかったことのない市民等に風疹ワクチン接種費用を全額助成するため94万3,000円をそれぞれ計上いたしております。また、共同利用施設の整備支援のため強い農業づくり交付金事業に1,257万6,000円、急傾斜地崩壊防止事業として２地区350万円、地域とともにある学校づくりを進めるコミュニティスクール導入促進研究事業を初め、新たに研究指定校事業などに88万7,000円を計上いたしております。

　続きまして、議案第73号　平成25年度嬉野市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）から議案第77号　平成25年度嬉野市嬉野都市計画事業嬉野第八土地区画整理事業費特別会計補正予算（第１号）までの５議案及び議案第78号　平成25年度嬉野市水道事業会計補正予算（第１号）につきましても、国の要請に基づき一般職員の給与を引き下げるため所要額を減額補正するものでございます。

　なお、議案第75号　平成25年度嬉野市都市計画下水道事業嬉野市公共下水道事業費特別会計補正予算（第１号）につきましては、一般職員の給与引き下げのほか、管路舗装復旧工事費に2,000万円を追加計上いたしております。

　以上で本会議に提案いたしました議案等につきましては、概要説明を終わりますが、各議案の詳細な内容につきましては、担当課長から説明させますので、何とぞ慎重な御審議をお願い申し上げます。

　まとめになりますが、今議会では14名の議員の皆様より一般質問をお受けいたしております。誠実にお答え申し上げたいと思いますので、よろしくお願い申し上げまして提案理由の説明とさせていただきます。どうもよろしくお願いします。

○議長（太田重喜君）

　これで提案理由の説明を終わります。

　お諮りします。議案第66号から議案第78号までの13件につきまして委員会付託を省略したいと思います。これに御異議ございませんか。

　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

　異議なしと認めます。よって、議案第66号から議案第78号までの13件につきましては、委員会付託を省略することに決定いたしました。

　日程第17．委員長報告を議題といたします。

　閉会中各常任委員会に付託しておりました調査事件につきまして、各委員長に報告を求めます。

　まず、総務企画常任委員会の付託事件、温泉水発電について報告を求めます。大島恒典総務企画常任委員長。

○総務企画常任委員長（大島恒典君）

　皆さんおはようございます。それでは、総務企画常任委員会の報告をいたしたいと思います。
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総務企画常任委員会

委員長　　大島恒典

総務企画常任委員会報告書

　平成24年９月議会において付託された下記事件の調査結果を、嬉野市議会会議規則第107条の規定により報告する。

付託事件名　　温泉水発電について

調査の理由

　昨年９月議会において付託を受け、継続調査となっていた温泉水発電（バイナリー）について、平成25年４月から環境省の実証事業が始まった小浜温泉バイナリー発電所について調査を行った。

　調査の内容

　５月22日小浜温泉バイナリー発電所を運営されている担当者より聞き取り調査後、発電施設を見学した。

小浜温泉の取り組み　　地熱資源を生かした低炭素まちづくりと地域再生

　長崎県雲仙市の小浜温泉は、日本屈指の温泉資源に恵まれた地域で、約30もの源泉があり、豊富な湧出量は休止している源泉を含めると、一日に約15,000ｔにも上っている。

　しかし、使用する温泉のほとんどは浴用であり、泉温100℃の温度を下げるために加水をしたりして苦慮している現状である。また、その豊富な温泉熱の約70％が未利用であり、これまで無駄になっていた温泉水や、温泉熱の有効利用を図るとともに、発電事業を核とし、地熱資源を行かした低炭素まちづくりに取り組んでいきたいとのことである。

　今回の地熱利用に至るまでの経緯

　小浜地区では、豊富な湧出量を背景にこれまでも有効利用についていろいろな計画が持ち上がり、調査、事業が行われてきたが、地元住民の反対により中止に追い込まれた。

１．1500ｋｗ級バイナリー発電計画については、旧小浜町とＮＥＤＯ（新エネルギー・産業技術総合開発機構）との合意で事業が推進され、既存源泉により1,000ｍ以上あれば源泉所有者の同意がいらないため、1,050ｍの位置で新規の掘削申請が出された。しかし、源泉の枯渇を心配した雲仙温泉・小浜温泉において「温泉を守る会」が結成され、反対運動が展開され中止に至っている。

２．250ｋｗ級バイナリー発電計画も調査が進み、現在のマリーナ源泉を掘削し工事が進められていた。計画当初の話では、100℃程度の熱水を利用して行うということで地元同意を得て掘削し、100℃程度の温泉が湧出したが、急遽、事業者側から130℃の熱水とさらなる掘削の必要性が主張された。しかし、当初の計画と食い違ったため、地元住民の不信を招き計画は中止に至っている。

　これまで有望な地熱開発の地域として、多数の地熱資源調査等が行われ、2004年ごろから具体的な開発計画が始動したが、地元の反対運動を受けて実現には至らずにいた。そうしたなか、平成19年度に長崎大学を中心に地元地域への働きかけが始められ、平成22年度には、月１回の頻度で地元住民との意見交換を行い、平成23年度に意見交換での意見を集約し、「地元主体」で地熱利用に取り組むために、「協議会」を設立した。今年度から環境省委託事業（温泉バイナリー発電）を行うことに至っている。また、「協議会」を発足させた一因にもなったのが、東北大震災での原子力発電所の事故であることも話されていたのが印象に残った。
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　温泉バイナリー発電の仕組みは、別紙１、事業の概要については別紙２に記載しております。
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委員会の意見

　今回地域主体での運営が行われている小型温泉バイナリー発電ということで、全国的に注目されている小浜温泉を視察し、嬉野市においての可能性を探った。

　嬉野市においても温泉水発電については、元佐賀大学学長の上原氏のもと「温泉水発電による温泉街のスマートシティ構想」という報告書を作った経緯があるが、このプラントは、発電機を回すタービンの作動媒体に危険物に指定されているアンモニア水が使われており、市街地での発電施設の設置や危険物取扱者の配置など問題点も多かったが、今回小浜地区で実証実験が行われているメーカーの発電機は、現在国においても規制緩和が進められている小型のパッケージ型の発電機であり、作動媒体に不活性ガス（代替フロン）が使われており、設置場所にも制約がなく、またボイラー・タービン主任技術者の配置も義務付けされておらず、非常に利用しやすくなっている。

　委員会の中でも、公共施設に利用ができないかとのことで「シーボルトの湯」について検討した。現在電力の使用量は、２月のピーク時で月に19,000ｋｗ、夏場で月平均15,000ｋｗで、時間当たり２月で28ｋｗ、夏場で21ｋｗで、60ｋｗ発電機が１基あれば施設の電力を十分に賄えて売電も可能である。また、現在加水をして温度調節をしているが、熱交換機を通すことにより源湯が使える温度まで下げられる。発電施設の設置場所は、近くに公有地を保有している等条件やメリットは整っているが、基本的にエネルギー源になる温泉水は民間の源泉を使用させて頂いており、月に900トンでの利用契約で一日当たり30トンの使用しかできない状況にある。60ｋｗ発電機１基に必要な温泉は、１時間当たり75トンといわれており、現時点での導入には大変厳しい状況であるが、現在20ｋｗの小型パッケージの発電機等も開発されており、温泉水バイナリー発電の導入については、嬉野市においてどのような可能性があるのか研究していくべきと考える。

　小浜温泉でも実証試験が始まったばかりであり、今後のメンテナンスや事業効果などには注視していく必要があるが、期待もするところである。今回の視察窓口は、小浜温泉観光協会がされており、小浜温泉ジオツアーという一人1,000円の研修費の企画であった。この中に温泉バイナリー発電視察とボランティアの観光ガイドによる街歩きがセットになっていた。この企画には発電施設開始以来１カ月の間に500名を超える視察を受け入れたとのことであり、小浜温泉の観光イメージアップにも大変な効果があると思われ、嬉野においてもこのような取り組みができないか大いに参考にすべきである。

　あるシンクタンクの研究員のレポートに以下のように述べている。

　「わが国には、多くの温泉地があり、温泉旅館やホテル、日帰り入浴施設などが経営されているが、利用客の減少で厳しい経営状況にある事業者も多い。温泉バイナリー発電の導入を検討する事は、歴史的な経緯から複雑になっていた権利関係や、温泉の共有状況を見直し、より効率的温泉利用や熱利用を検討することに繋がることになると考えられる。また、温泉関係者が温泉バイナリー発電の導入を検討する事は、すなわち温泉地の将来、魅力づくりの面、地域のエネルギー問題、災害時のエネルギー確保などの面について、真剣に考えることであり、温泉地の再生、再活性化の契機になる可能性もあろう。

　温泉バイナリー発電は、地域の貴重なエネルギー資源である温泉を活用し、地域の活性化をはかり、温泉と共に共存共栄していく一つの手段となる可能性があり、今後の普及が期待される。」

　嬉野市においても、昨今環境問題となっている地球温暖化や前述のエネルギー問題、また、枯渇も懸念されている嬉野温泉の湯量問題など、さまざまな課題に対応するべく温泉水を効率的、効果的に活用し、魅力ある温泉地の実現に取り組まれたい。
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　以上です。

○議長（太田重喜君）

　ただいまの報告に対して質疑ございませんか。

　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕

　質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。

　お諮りいたします。本件につきましては、ただいまの報告のとおり了承したいと思います。これに御異議ございませんか。

　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

　異議なしと認めます。温泉水発電については報告のとおり了承することに決定いたしました。

　次に、文教厚生常任委員会からの付託事件、福祉について報告を求めます。梶原睦也文教厚生常任委員長。

○文教厚生常任委員長（梶原睦也君）

　それでは、文教厚生常任委員会の報告を行います。

　平成25年３月議会において付託された下記事件の調査結果を、嬉野市議会会議規則第107条の規定により報告いたします。

　報告事件名、福祉について。

　調査理由といたしまして、高齢化に伴いさまざまな問題提起がなされている今日、本市においてもその例外ではない。高齢化率は27％を超え、遠からず30％台に到達するであろう。

　高齢化の問題として年金、医療、介護などあるが、その中でも今後大きな課題の一つになるであろう高齢者の認知症対策について調査を行うこととした。

　認知症は脳機能障害による体の病気で、自然な老化現象とは違い医師の診断を仰ぎ治療すれば改善できるので、早目の対応が必要である。

　しかし、いざ認知症になると徘回や奇行など本人や家族にとっては大きな負担となる。認知症対策は個人だけでは対応が難しく行政のかかわりが重要になってくる。そこで、以前から認知症対策に積極的に取り組んでいる大牟田市を視察し、本市での対策の参考とすべく調査を行った。

　調査の概要、調査地として大牟田市役所でございます。

　調査内容、大牟田市の現在の高齢化率は30.2％で、８年前の平成17年が嬉野市の現在の高齢化率と同程度の27％と周辺自治体に比べ高齢化率が高くなっており、高齢化に対する危機感からその対策も積極的に展開されてきた。その中でも、認知症対策については特に力を注がれており、大牟田市は認知症の人を支える日本一のまちと言われている。

　事業の内容といたしましては、介護予防拠点の地域交流施設、認知症コーディネーターの育成、物忘れ予防・相談検診、また教育現場での認知症に対する取り組み等がございます。

　また、ほっと安心（徘徊）ネットワーク、特筆すべきが徘徊ＳＯＳネットワーク模擬訓練、これについて若干説明させていただきます。

　大牟田市では徘回行方不明者をできるだけ早く安全に保護するため、また誰もが認知症を正しく理解し、徘回時の本人の気持ちに配慮した声かけや見守りができるように現実に即した訓練を平成16年から実施し、昨年は第９回目の訓練が実施された。

　訓練では徘回者役が市内を模擬徘回し、訓練参加者が捜索をする。校区によっては独自に捜索隊を組んだり声かけ訓練を行ったりと、参加した校区がそれぞれの実情に合わせた取り組みを展開する。特に、大牟田市では高齢化が進んでいるという現状に合わせ、認知症を切り口とした徘回模擬訓練等を通じ地域ネットワークづくりが進められている。

　模擬訓練では同時に認知症サポーター養成講座も行われており、今回だけで730名の受講者となっている。また、この模擬訓練への視察も募集されており多くの視察もあっているという状況でございます。

　最後に、委員会の意見、本市においての認知症については、正確な数値は確認されてはいないが、施設等からの報告を見れば相当数の発生があると考えられる。認知症は早期の取り組みが必要であり、予防、早期発見に取り組むことが重要ではないか。

　本市においては、脳力アップ教室等を開催し、介護予防に努められている。

　また、早期発見、早期予防については、民生委員や医療機関、サービス事業所との連携で取り組まれているが、大牟田市のようなもう一歩進んだ形の認知症の専門家や専門医による定期的な相談、検診事業等や、また子どもたちに対する認知症教育も含め、高齢者への理解を深めるための教育も必要である。

　大牟田市では、認知症の中核症状や行動障害の姿といったマイナスイメージばかりでなく、私たちがこれまで出会ってきた認知症の人の愛情に満ちた姿や想像を超えた豊かな力、人が生きて暮らすために必要な家族や地域とのかけがえのないきずなについて、ユーモアやファンタジーを持って伝えているとのことであった。このことについては、本市の教育現場でも参考にすべきであろう。

　徘徊ＳＯＳネットワーク模擬訓練については、ふだんから関係団体を初め、地域や多職種協働の認知症に対する連携ができているゆえにできる訓練であり、本市においていきなりこのような訓練ができるものではない。それゆえに、本市においても認知症対策の一環として、このような実践的訓練ができるよう関係団体とのさらなる連携を図るべきである。その一環として、本市においては平成21年度より講座を開催し、現在757名の受講があるが、認知症サポーター養成講座をもっと活用していくべきと考える。今後は、さらにキャラバンメイトの育成も含め拡大に努めるべきである。

　いずれにしても、認知症対策といっても高齢者対策の中の一部門であり、より広範な角度で取り組まなければならないことは言うまでもないが、認知症本人や家族の支援にはより一層の対策を講じていく時期に来ていることは間違いのないことだと言える。

　以上、文教厚生常任委員会の報告といたします。

○議長（太田重喜君）

　ただいまの報告に対して質疑ございませんか。

　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕

　質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。

　お諮りいたします。本件につきましては、ただいまの報告のとおり了承したいと思います。これに御異議ございませんか。

　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

　異議なしと認めます。福祉については報告のとおり了承することに決定いたしました。

　次に、議会広報編集特別委員会の付託事件、議会広報の編集について報告を求めます。小田寛之議会広報編集特別委員長。

○議会広報編集特別委員長（小田寛之君）

　議会広報編集特別委員会の報告をいたします。

　平成25年３月議会において付託された下記事件の調査結果を、嬉野市議会会議規則第107条の規定により報告いたします。

　報告に入ります前に、訂正をしていただきたいと思います。

　付託事件名に関しまして、「議会広報の編集について」ということになっておりますけれども、正式には、編集の後に「発行に係る調査」という言葉を入れていただきたいと思います。

　付託事件名、議会広報の編集発行に係る調査について。

　調査理由といたしまして、当市議会では議会への市民の理解と関心を得るため、その活動の一つとして議会だよりを発行している。今後も継続し、より一層議会のことを市民に伝えることができる広報紙を発行する必要があることから、広報編集の研修会に参加した。

　研修会の概要といたしまして、第22回市町村議会議員研修会、企画が自治体問題研究所であります。主催は株式会社自治体研究社であります。

　調査日は、５月16日から17日、開催場所は滋賀県大津市ピアザ淡海、講師は芳野政明氏、広報コンサルタント、また社団法人埼玉県コミュニティセンターの理事長であられます。

　講義内容、講義の題名ですね、「住民に“議会が見える”広報活動を」であります。

　主な講義内容といたしまして、議会広報が自治体情報の主役になる時代、地方自治体の「議会広報」とは、行政広報にはできない重要な役割、「伝える広報」から「伝わる広報」へ、こういった内容でありました。

　委員会の意見といたしまして、町村議会では全国町村議会広報コンクールが開催されている。また、議長会主催の議会広報研修会も全国及び都道府県で定期的に開催をされている。残念ながら、市議会では開催されていないが、今回は民間の主催ではあるが、市町村議会議員研修会の中で珍しく議会広報の講義が行われたので、参加することとなった。

　講義では、発行する意義、また構成や記事の書き方、表記方法等々の説明、指導があったが、おおむね当市議会の編集状況と一致するものと感じられた。講師の芳野政明氏は全国町村議会広報コンクールの審査員も務められている。参加するに当たって、先に参加者が所属する議会の広報紙を提出する必要があり、講義中に各議会の広報紙の講評もいただいた。

　当市議会の議会だよりで特に評価された部分、また改善が必要と指摘されてきた部分は、以下のとおりである。

　評価された部分は、一般質問のみの講評があった中で評価された部分でございます。レイアウト、見出しが質問のみでなく答弁も入っている、見出しの頭文字の１字が大きく強調されている、顔写真及び記事に関連した写真がある。改善が必要と指摘された部分、「委員会レポート」の見出しの文字が大き過ぎるという指摘がございました。

　また、講義中、表紙写真に関しての説明で、以下の方法を使うとより効果的だとの提案があった。会期中の課題になった政策に関係する写真を使う、もう１つが、写真とリンクした記事を終面などに掲載する。

　当市議会の広報紙は、季節が感じられる写真などを掲載しています。今後は加えて、政策、記事の内容にリンクする写真を掲載できるよう努力が必要であると感じられました。

　終わりに、嬉野市の情報を市民が得るには、執行機関の行政広報と議事機関の議会広報と２ルートがある。行政広報では、政策、計画の執行に関する広報が行われているが、二元代表制である地方自治体での議会広報の役割は政策決定までの形成過程を伝えることである。そのように議会としての情報発信が重要であることから、今後ともこの研修会に参加し得たものを糧に伝わる広報紙を発行しなければならない。

　以上でございます。

○議長（太田重喜君）

　ただいまの報告に対して質疑ございませんか。

　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕

　質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。

　お諮りいたします。本件については、ただいまの報告のとおり了承したいと思います。これに御異議ございませんか。

　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

　異議なしと認めます。議会広報の編集発行に係る調査については報告のとおり了承することに決定いたしました。

　以上で本日の日程は全部終了いたしました。

　これで散会いたします。

午前９時49分　散会
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